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色光受容体オーレオクロム (Aureochrome)が単離されるまで不明であった(Takahashi et al. 2007)。




































ルフイリディウム (Porphyridium 図 1 真核生物の LOV ドメインを用いた最尤系統樹
purpreum)からはオーレオクロムが検出されなかった。さらに、単離したオーレオクロムの LOV
ドメインと既知の LOV ドメインを用いた系統解析を行い、 LOV ドメインの進化を検討した。




のオーレオクロム l およびヒバマタオーレオクロム 2 はフラビンを結合した。また、オクロモ
ナスオーレオクロム l タンパク質を精製し、その分光学的特徴を検討したところ、 2)オクロモ
ナスオーレオクロム l は 423 、 447 、 472 nm にピークをもっ吸収スベクトルを示した。 3) また
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赤色光下でそれぞれ培養すると、 1) 青色光と緑色光では葉状体を形成し、 2) 赤色光では無色
































(PHOT) の LOV 2 ドメインと祖先を共有することが推定された。この発見は
Planta(2009) に発表され、真核生物の光反応の進化を考える上で貴重な発見であ
ると高く評価されている。
2 )は石川が、博士課程前期からの指導教員片岡准教授の定年退職 (2010 年 3
月)後、日本学術振興会特別研究員にかかる「優秀若手研究者海外派遣事業 J に
採択され、 ドイツ Mtihlheim のマックスプランク研究所の W.Gärtner 博士のもとで
7 ヶ月余おこなった研究である。黄金色藻 Ochromonas から OdAURE01 とヒバマタ
から FdAURE02 の全長タンパクの発現に成功し、それらが青色光を吸収して FMN と
共有結合を作ることを確認した。これは、オーレオクロムがこれらの黄色植物で
光受容体として機能することを強く示唆する。現在、これらを結晶化し、タンパク
構造を解明する共同研究が発足している。
3 )オーレオクロムの標的反応を探すには、ヒバマタ受精卵の極性誘導のよう
な光形態形成反応に焦点を絞るのが得策である。しかし、ヒバマタ受精卵は l 年
の内数週間しか得られず、室内培養もできないので、実験材料としては不適であ
る。培養の可能な小型褐藻で、粘液の少ないものを探し求めた結果、神戸大学で
保存培養されているヤハズグサ (Dictyopteris) に行き着いた。粘液の多いもの
は DNA 抽出も困難である。限られた実験条件と短い期間での本研究は未熟で予行
的ではあるが、青色光と緑色光はヤハズグサの枝状葉状体の分化に必要であると
いう重要な知見を得ている。緑色光の効果はおそらく青色光受容体を介したもの
と推定される。赤色光は仮根様の毛を藻体基部に誘導したが、光制御機構につい
てはさらに検討を要するが、褐藻の光生物学の基礎的知見となり得るであろう口
以上のことは、石川美恵が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力
と学識を有することを示している。したがって，石川美恵提出の論文は，博士
(生命科学)の博士論文として合格と認める。
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